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内
定
辞
退
率
63
％
の
問
題
を
本
連
載
ノ
ウ
ハ
ウ
で
解
決

　

今
年
度
の
最
後
に
、
本
連
載
で
解
説
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の

う
ち
、
問
題
分
析
に
最
適
な
10
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
厳
選
し
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
通
し
て
定
着
さ
せ
よ
う
。

　

2
0
1
7
年
末
、
北
海
道
庁
（
以
下
、
道
庁
）
が
公
表

し
た
「
大
卒
採
用
の
内
定
辞
退
率
が
63
％
と
高
い
問
題
と
、

こ
の
解
決
策
（
政
策
）」
の
異
常
さ
が
話
題
を
集
め
た
。

　

毎
日
新
聞
が
2
0
1
7
年
12
月
29
日
に
配
信
し
た
記
事

「
北
海
道
職
員　

内
定
辞
退
6
割
超　

知
事
も
衝
撃
」
を

以
下
に
部
分
要
約
す
る
（
傍
線
は
筆
者
）。
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
て
、
原
因
と
解
決
策
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

〝
大
卒
者
の
内
定
辞
退
率
は
2
0
1
3
年
度
か
ら

2
0
1
6
年
度
で
、
19
％
→
37
％
→
59
％
→
63
％
と
上
昇

し
続
け
る
。
2
0
1
6
年
度
の
内
定
辞
退
者
の
就
職
先
は

多
い
順
に
、
国
（
国
立
大
学
等
を
含
む
）
40
％
弱
、
札
幌

市
30
％
弱
、
他
の
市
町
村
自
治
体
30
％
弱
、
民
間
企
業
4

％
。
高
橋
は
る
み
知
事
は
2
0
1
7
年
12
月
28
日
の
記
者

会
見
で
「（
こ
の
数
字
は
）
衝
撃
的
だ
。
意
志
と
能
力
に

優
れ
た
人
材
を
採
る
努
力
を
し
た
い
」
と
対
策
を
急
ぐ
考

え
を
示
し
た
。
道
人
事
課
に
よ
る
と
、
そ
の
対
策
（
政

策
）
は
「
ま
ず
保
護
者
の
理
解
を
得
よ
う
」
と
昨
年
か
ら

保
護
者
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。
さ
ら
に
今
年
は
、

内
定
者
全
員
に
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
が
、
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
〟

　

ノ
ウ
ハ
ウ
で
最
初
に
使
う
の
は
「
①
縦
割
主
義
の
狭
い

目
線
で
な
く
、
顧
客
の
広
い
目
線
か
ら
」「
②
問
題
は
分

け
て
、
広
い
目
線
の
順
に
考
え
る
」
で
あ
る
。

　

縦
割
主
義
の
狭
い
目
線
で
は
、
こ
の
問
題
は
内
定
辞
退

者
の
就
職
先
か
ら
「
道
庁
と
い
う
就
職
先
が
、
国
や
札
幌

市
の
、
滑
り
止
め
」
と
し
か
見
え
な
い
。

　

だ
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
と
、
連
載
15
回

（
2
0
1
7
年
8
月
24
日
号
）〝
公
務
員
の
「
国⇔

県⇔

市

町
村
」
転
職
が
多
い
理
由
〟
が
問
題
と
分
か
る
。

　

こ
の
問
題
は
「
1
：
道
庁
だ
け
」
で
な
く
以
下
2
と
3

に
広
げ
て
、
広
い
順
（
3
→
2
→
1
）
に
考
え
る
。

　

1
：
道
庁
に
固
有
の
問
題

　

2
：
国
と
市
町
村
の
中
間
組
織
（
県
庁
）
全
体
の
問
題

　

3
：
公
務
員
（
役
所
）
に
共
通
す
る
悪あ

し
き
問
題

公
務
員
に
は
、マ
ザ
コ
ン
が
多
い
事
実
を
政
策
で
露
呈

　

3
：
公
務
員
に
共
通
す
る
悪
し
き
問
題
は
、
第
三
の
ノ

ウ
ハ
ウ
「
③
間
違
っ
た
前
提
か
ら
導
く
政
策
は
必
ず
間
違

う
」「
政
策
の
失
敗
原
因
は
、
政
策
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

政
策
を
導
く
前
提
に
あ
る
」
を
使
う
。

　

記
事
が
、
対
策
（
政
策
）
を
繰
り
出
し
て
も
「
歯
止
め

が
か
か
っ
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
結
論
は
一

見
「
役
所
の
政
策
立
案
能
力
の
欠
如
」
に
見
え
る
。

　

し
か
し
実
は
、
こ
の
愚
策
を
導
く
「
公
務
員
に
は
マ
ザ

コ
ン
が
多
い
」
と
い
う
前
提
こ
そ
最
も
問
題
で
あ
る
。

　

内
定
辞
退
を
減
ら
す
政
策
と
し
て
「
保
護
者
向
け
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
導
く
前
提
は
、
公
務
員
志
願
者
は
「
マ
マ

が
こ
こ
（
道
庁
）
に
就
職
し
な
さ
い
と
言
え
ば
、
マ
マ
の

指
示
に
従
う
（
以
下
、
こ
れ
）」
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
世
間
は
「
マ
ザ
コ
ン
」
と
言
う
。
こ
れ
を
政
策

に
導
い
た
公
務
員
こ
そ
、
マ
ザ
コ
ン
と
言
え
る
。

　

「
公
務
員
に
は
、
マ
ザ
コ
ン
が
多
い
。
そ
の
問
題
は

～
」
と
い
う
話
を
多
く
見
聞
す
る
が
、
例
を
挙
げ
る
。

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

内
定
辞
退
率
63
％
の
ブ
ラ
ッ
ク
自
治
体
に
見
る
、マ
ザ
コ
ン
公
務
員

公
務
員
が「
過
疎
地
居
住
は
嫌
、移
住
も
嫌
」だ
か
ら
、地
方
は
衰
退

木
曜
連
載

働
き
方
と
、意
識
を
改
革
せ
よ
㊶
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天
下
り
マ
ザ
コ
ン
の
行
動
か
ら
、マ
ザ
コ
ン
を
ひ
も
と
く

　

某
大
企
業
N
社
で
私
が
意
識
改
革
の
研
修
講
師
を
務
め

た
時
、
人
事
担
当
役
員
か
ら
次
の
話
を
聞
い
た
。

　

〝
久
繁
さ
ん
は
著
書
「
競
わ
な
い
地
方
創
生
～
人
口
急

減
の
真
実
」
で
、
公
務
員
の
意
識
の
低
さ
と
そ
の
解
決
策

と
し
て
の
「
意
識
改
革
」
の
必
要
性
を
主
張
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
感
し
ま
す
。
弊
社
も
、
仕
方
な
く
天
下
り
を
受

け
入
れ
ま
す
が
、
天
下
り
の
セ
ク
レ
タ
リ
ー
（
秘
書
）
か

ら
ク
レ
ー
ム
が
相
次
ぎ
、
天
下
り
の
秘
書
は
「
能
力
で
は

な
く
、
母
親
的
な
人
」
を
ア
サ
イ
ン
（
担
当
）
す
る
こ
と

で
弊
社
は
問
題
を
解
決
し
ま
し
た
。
真
の
解
決
策
は
、
天

下
り
の
撲
滅
で
す
け
ど
ね
。
問
題
の
一
例
で
す
が
、
あ
る

天
下
り
が
秘
書
に
「
頭
が
痛
い
ん
だ
」
と
言
う
。
秘
書
は

他
の
役
員
の
仕
事
も
あ
り
多
忙
な
の
で
「
本
日
の
ご
予
定

は
無
い
の
で
、
帰
宅
し
て
休
ま
れ
て
は
如い

か
が何

で
す
か
」
と
、

適
切
な
対
応
を
取
る
と
、
天
下
り
は
不
機
嫌
そ
う
に
「
備

品
の
風
邪
薬
は
な
い
の
？
」
と
言
う
。
秘
書
い
わ
く
〝
役

所
で
は
、
個
人
用
の
薬
を
備
品
（
経
費
＝
税
金
）
で
賄
う

こ
と
も
異
常
で
す
が
「
頭
が
痛
い
」
と
言
え
ば
、
薬
が
出

て
き
て
当
然
と
思
う
「
マ
ザ
コ
ン
さ
」
に
呆あ

き

れ
ま
し
た
。

私
の
職
務
は
、
マ
ザ
コ
ン
の
子
守
り
、
で
は
な
く
、
秘
書

で
す
。
職
務
通
り
の
仕
事
を
ア
サ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
〟

マ
ザ
コ
ン
の
定
義
：
マ
マ
・
上
司
に
指
示
待
ち
・
依
存
者

　

道
人
事
課
と
N
社
の
官
民
を
比
較
す
る
事
例
考
察
か
ら

本
稿
は
、
マ
ザ
コ
ン
を
次
の
よ
う
に
広
義
に
定
義
す
る
。

　

マ
ザ
コ
ン
と
は
、
マ
マ
（
上
司
や
秘
書
）
に
「
指
示
待

ち
、
依
存
」
す
る
大
人
に
な
れ
な
い
人
、
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
指
示
待
ち
・
依
存
す
る
対
象
が
、
マ
マ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
上
司
や
秘
書
な
ど
「
お
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
す
べ

て
」
に
拡
大
す
る
（
甘
え
る
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

要
は
「
お
世
話
し
て
も
ら
っ
て
当
然
」
と
い
う
甘
え
た

意
識
が
強
く
、
大
人
に
な
っ
て
も
甘
え
た
意
識
の
ま
ま
。

こ
れ
が
「
マ
ザ
コ
ン
の
本
質
（
狭
義
の
定
義
）」。
だ
か
ら

第
四
の
ノ
ウ
ハ
ウ
「
④
意
識
改
革
こ
そ
公
務
員
の
あ
ら
ゆ

る
問
題
の
根
本
的
な
解
決
策
」
を
使
う
。

　

第
四
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
具
体
化
し
よ
う
。

　

指
示
待
ち
の
特
性
は
、
マ
マ
や
上
司
の
指
示
に
必
ず
従

う
「
従
順
さ
、
管
理
し
や
す
さ
」
と
、
指
示
さ
れ
な
い
と

何
も
で
き
な
い
「
創
造
力
の
欠
如
」
の
二
つ
に
分
け
て
、

二
つ
が
表
裏
一
体
で
あ
る
と
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
。

　

従
順
さ
・
管
理
の
し
や
す
さ
は
、
役
所
な
ど
軍
隊
的
な

組
織
で
は
、
便
利
（
長
所
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
業
績
が

良
い
民
間
組
織
で
は
「
従
順
な
人
は
、
管
理
し
や
す
い
の

で
便
利
だ
が
、
能
力
が
低
い
」
短
所
と
判
断
さ
れ
る
。

　

創
造
力
の
欠
如
は
、
官
民
と
も
短
所
で
あ
る
。
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
、
創
造
力
は
高
ま
る
の
か
？

創
造
力
を
高
め
る
育
て
方
は
、面
倒
く
さ
い

　

二
つ
は
表
裏
一
体
な
の
で
、
解
決
策
は
第
五
の
ノ
ウ
ハ

ウ
「
⑤
大
き
な
指
針
は
出
す
が
、
指
示
は
出
さ
な
い
。
自

分
で
考
え
ろ
と
い
う
、
育
て
方
」
を
す
る
こ
と
。

　

こ
の
育
て
方
は
、
育
て
る
側
の
マ
マ
・
上
司
に
は
「
管

理
し
に
く
い
」
の
で
、
面
倒
く
さ
い
。

　

逆
に
、
育
て
ら
れ
る
側
の
子
ど
も
・
公
務
員
志
望
者
は
、

こ
の
「
管
理
し
に
く
い
」
育
て
方
を
望
む
。

　

こ
れ
が
第
六
の
ノ
ウ
ハ
ウ
「
⑥
成
功
す
る
政
策
は
実
践

が
面
倒
く
さ
い
。
強
者
（
大
企
業
）
は
効
率
主
義
で
面
倒

な
事
は
で
き
な
い
。
弱
者
（
役
所
な
ど
小
企
業
、
地
方
）

が
成
功
し
た
け
れ
ば
、
面
倒
く
さ
い
事
を
実
践
」
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
人
事
課
の
「
マ
マ
が
こ
こ
（
道

庁
）
に
就
職
し
な
さ
い
と
言
え
ば
、
マ
マ
の
指
示
に
従

う
」
こ
と
を
期
待
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
政
策
は
、
逆
効
果
に

伝
わ
る
。
つ
ま
り
、
道
庁
は
「
従
順
さ
・
管
理
の
し
や
す

さ
を
要
求
す
る
軍
隊
的
な
組
織
」
と
伝
わ
る
。

　

結
果
、
こ
の
愚
策
を
始
め
た
2
0
1
5
年
の
内
定
辞
退

率
は
前
年
の
37
％
か
ら
59
％
へ
悪
化
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
情
報
発
信
で
相
手
に
伝
わ
る
の
は
「
表

面
的
に
美
辞
麗
句
を
並
べ
た
政
策
」
で
は
な
く
「
政
策
を

導
く
前
提
・
意
識
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
第
七
の
ノ
ウ
ハ
ウ
「
⑦
〝
意
識
→
政
策
→
情
報

発
信
〟
が
連
携
す
る
と
、
成
果
は
出
る
」
で
あ
る
。

自
分
は「
地
方
は
嫌
、移
住
も
嫌
」だ
か
ら
、地
方
は
衰
退

　

以
上
で
問
題
3
「
公
務
員
（
役
所
）
に
共
通
す
る
悪
し

き
問
題
」
の
原
因
分
析
を
終
え
、
問
題
2
「
国
と
市
町
村

の
中
間
組
織
（
県
庁
）
全
体
の
問
題
」
に
進
む
。

　

内
定
辞
退
者
の
就
職
先
に
着
眼
す
る
と
、
二
つ
の
問
題

を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
民
間
（
企
業
）
は
4
％
に
す
ぎ
な
い
点
か
ら

「
採
用
方
法
が
民
間
と
併
願
し
に
く
い
」「
採
用
後
の
評

価
・
働
き
方
が
民
間
よ
り
劣
る
」
問
題
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
内
定
辞
退
者
の
96
％
が
国
や
市
町
村
と
は
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「
道
庁
（
県
庁
）
は
公
務
員
受
験
の
滑
り
止
め
」
と
い
う

事
実
で
あ
り
「
採
用
後
の
評
価
・
働
き
方
が
国
・
市
町
村

よ
り
劣
る
」
問
題
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

上
記
の
問
題
の
う
ち
、
誰
で
も
分
か
る
の
で
記
事
で
も

指
摘
さ
れ
た
「
①
住
む
場
所
、
②
転
勤
（
移
住
）
の
有

無
」
を
考
察
し
よ
う
。
以
下
、
％
は
記
事
に
掲
載
さ
れ
た

就
職
先
の
割
合
を
示
し
、
そ
の
数
値
が
高
い
順
に
記
す
。

　

1
．
国
（
40
％
弱
）：
東
京
に
住
め
る
。
移
住
は
数
回

あ
る
が
国
内
外
の
大
都
市
が
多
い
。

　

2
．
札
幌
市
（
30
％
弱
）：
札
幌
に
住
め
る
。
移
住
は

無
い
。

　

3
．
他
の
市
町
村
自
治
体
（
30
％
弱
）
は
、
都
市
規
模

は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
移
住
は
無
い
。

　

一
方
、
道
庁
は
札
幌
に
住
め
る
者
・
期
間
が
多
い
。
し

か
し
、
移
住
は
数
回
あ
り
、
行
き
先
は
地
方
（
過
疎
地
）。

　

以
上
よ
り
、
公
務
員
（
志
望
者
）
の
多
く
に
「
地
方

（
過
疎
地
）
勤
務
は
嫌
」「
移
住
（
転
勤
）
も
嫌
」
と
い
う
、

異
常
な
特
性
（
以
下
、
こ
の
特
性
）
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
特
性
は
、
民
間
で
あ
れ
ば
、
普
通
で
あ
る
。
し
か

し
「
地
方
創
生
」
や
「
移
住
推
進
」
を
重
要
な
政
策
と
し

て
実
施
す
る
義
務
が
あ
る
自
治
体
で
は
、
異
常
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
「
自
分
は
嫌
、
自
分
は
実
践
で
き
な
い
策
」
を

「
他
人
に
は
強
要
し
て
い
る
」
か
ら
。

　

自
分
は
嫌
だ
か
ら
実
践
で
き
な
い
こ
と
を
、
他
人
に
は

強
要
す
る
政
策
は
、
成
功
す
る
わ
け
が
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
の
政
策
は
他
人
（
市
民
）
も
実
践
し
た
く
な
い
か
ら
。

当
事
者
意
識
に
基
づ
く
政
策
だ
け
が
成
功
す
る

　

し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
役
所
は
「
自
分
は
嫌
だ
か

ら
実
践
で
き
な
い
策
」
を
「
市
民
に
は
強
要
す
る
」
政
策

が
多
い
。
そ
の
政
策
は
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
自
分
は
商
店
街
で
消
費
し
な
い
の
に
、
商
店

街
再
生
政
策
を
立
案
。
自
分
は
郊
外
に
住
ん
で
マ
イ
カ
ー

通
勤
な
の
に
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
立
案
。
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
政
策
を
立
案
し
て
、
市
民
に
は
公
共
交
通
通
勤
を

強
い
る
の
に
、
自
分
は
マ
イ
カ
ー
通
勤
を
続
け
る
。

　

以
上
よ
り
導
く
第
八
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
「
⑧
自
分
は
嫌
だ
か
ら
実
践
で
き
な
い
こ

と
を
、
他
人
（
市
民
）
に
は
強
要
す
る
政
策
は
、
成
功
す

る
わ
け
が
な
い
。
当
事
者
意
識
（
市
民
感
覚
に
基
づ
く
リ

ア
リ
テ
ィ
）
に
沿
っ
た
政
策
だ
け
が
成
功
す
る
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
第
六
の
ノ
ウ
ハ
ウ
「
⑥
成
功
す
る
政
策
は
実
践

が
面
倒
く
さ
い
」
の
具
体
化
と
言
え
る
。

国⇔
県⇔

市
町
村
で
、公
務
員
の
評
価
・
適
性
は
違
う

　

評
価
を
考
察
す
る
が
、
役
所
の
内
外
で
分
け
て
考
え
る
。

内
は
役
所
で
の
人
事
評
価
。
外
は
市
民
や
世
間
か
ら
の
評

価
で
あ
る
。
大
き
な
仕
事
を
し
た
等
の
自
己
満
足
（
自
分

の
内
で
の
評
価
）
を
本
稿
は
対
象
外
と
す
る
。
ま
ず
、
外

か
ら
の
評
価
を
考
察
す
る
。

　

1
．
国
は
、
市
民
か
ら
の
距
離
が
遠
い
（
市
民
へ
の
関

心
が
薄
い
）
の
で
、
評
価
を
世
間
に
求
め
る
。
例
え
ば
、

在
職
中
な
ら
、
公
費
で
海
外
留
学
に
行
け
た
り
、
経
営
学

修
士
（
M
B
A
）
等
を
取
得
で
き
た
り
す
る
。
在
職
後
は
、

天
下
り
で
大
学
教
授
や
大
企
業
役
員
の
ポ
ス
ト
を
取
得
で

き
る
。
こ
う
し
た
評
価
・
ポ
ス
ト
を
欲
す
る
人
に
と
っ
て
、

国
は
最
適
な
就
職
先
と
言
え
る
。

　

2
．
市
町
村
は
、
市
民
か
ら
の
距
離
が
近
く
、
市
民
協

働
の
機
会
も
多
い
。
市
民
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

が
、
い
い
仕
事
を
す
れ
ば
、
市
民
は
評
価
・
感
謝
し
て
く

れ
る
。
ま
た
、
地
域
再
生
や
特
産
品
開
発
に
成
功
す
れ
ば

「
×
×
町
は
、
ス
ゴ
イ
」
等
と
、
世
間
か
ら
も
評
価
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
世
間
評
価
や
市
民
協
働
に
喜
び
を
感
じ
る

人
に
と
っ
て
、
市
町
村
は
素
晴
ら
し
い
就
職
先
で
あ
る
。

　

一
方
、
道
庁
（
県
庁
）
は
、
市
民
と
の
距
離
も
遠
い
し
、

世
間
（
大
学
、
大
企
業
）
と
の
距
離
も
遠
く
、
ど
ち
ら
の

評
価
も
得
に
く
い
。
し
か
も
、
国
と
市
町
村
の
間
で
調
整

を
行
う
「
中
間
管
理
職
」
的
な
仕
事
が
多
い
の
で
、
ス
ト

レ
ス
が
溜た

ま
る
。
だ
か
ら
、
国
や
市
町
村
よ
り
、
就
職
先

と
し
て
人
気
が
低
い
、
と
思
わ
れ
る
。

　

だ
か
ら
、
県
庁
職
員
は
評
価
を
、
役
所
の
内
に
の
み
求

め
る
市
民
目
線
で
な
い
、
世
間
知
ら
ず
な
〝
典
型
的
な
公

務
員
（
T
h
e
公
務
員
）〟
に
な
り
や
す
い
。

市
民
目
線
で
な
い
、世
間
知
ら
ず
な「
T
h
e
公
務
員
」

　

T
h
e
公
務
員
が
県
庁
職
員
に
多
い
理
由
は
連
載
第
15

回
〝
公
務
員
の
「
国⇔

県⇔

市
町
村
」
転
職
が
多
い
理
由
〟

と
い
う
副
題
で
考
察
し
た
。

　

こ
の
副
題
は
、
同
じ
公
務
員
で
も
「
国
、
県
、
市
町

村
」
職
員
で
は
、
働
き
方
・
評
価
の
さ
れ
方
が
違
う
事
。

結
果
、
就
職
し
た
が
「
国⇔

県⇔

市
町
村
」
間
で
の
転
職

が
頻
発
す
る
実
情
を
示
す
。
こ
の
考
察
は
私
が
広
島
県
と

福
島
県
の
研
修
所
で
、
県
庁
職
員
と
市
町
村
職
員
の
双
方

を
指
導
し
た
経
験
か
ら
導
い
て
い
る
。
研
修
内
容
は
先
述
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し
た
第
八
の
ノ
ウ
ハ
ウ
「
⑧
当
事
者
意
識
（
市
民
感
覚
に

基
づ
く
リ
ア
リ
テ
ィ
）
に
沿
っ
た
」「
自
分
が
住
む
地
域

を
活
性
化
す
る
計
画
を
考
え
て
発
表
」
す
る
も
の
。

　

以
下
、
広
島
県
で
の
研
修
評
価
の
要
約
で
あ
る
。

　

市
町
職
員
16
人
中
4
人
は
、
素
晴
ら
し
い
政
策
を
立
案

し
た
。
成
功
要
因
は
普
段
か
ら
、
市
民
に
近
い
立
ち
位
置

に
身
を
置
く
が
故
に
「
市
民
感
覚
に
基
づ
く
リ
ア
リ
テ
ィ

あ
る
政
策
」
を
立
案
で
き
た
。

　

一
方
、
市
民
か
ら
遠
い
立
ち
位
置
に
い
る
、
県
庁
職
員

は
6
人
全
員
が
「
市
民
感
覚
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
欠
如
す

る
」
つ
ま
ら
な
い
前
例
の
猿
真ま

ね似
に
す
ぎ
な
い
発
表
だ
っ

た
。
だ
が
、
評
価
基
準
を
変
え
れ
ば
、
長
所
も
あ
る
。
プ

レ
ゼ
ン
資
料
は
綺き

れ
い麗
。
話
す
中
身
は
無
い
が
、
話
し
方
も

綺
麗
事
が
多
用
さ
れ
て
綺
麗
に
見
え
る
。
そ
う
、
県
庁
職

員
は
、
上
司
向
け
の
資
料
作
り
や
プ
レ
ゼ
ン
等
、
中
間
管

理
職
と
し
て
の
仕
事
は
得
意
。
だ
が
、
現
場
は
知
ら
ず
上

だ
け
を
見
て
い
る
か
ら
、
地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア
を
出

す
等
、
創
造
的
な
仕
事
は
、
か
ら
き
し
ダ
メ
。

　

今
は
（
役
所
な
ら
）、
中
間
管
理
職
的
な
働
き
方
で
も

通
用
す
る
。
つ
ま
り
、
中
間
管
理
「
職
務
」
と
調
整
「
職

務
」
が
役
所
な
ら
評
価
さ
れ
る
。
し
か
し
、
民
間
で
は

〝
中
間
管
理
「
職
務
」、
調
整
「
職
務
」〟
は
大
幅
に
削
減

さ
れ
、
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
へ
改
革
し
て
い
る
。
役
所
も
同

じ
改
革
が
求
め
ら
れ
る
。

顧
客
は
、ネ
ッ
ト
を
介
し
て
情
報
を
共
有
・
協
働

　

最
後
に
、
1
「
道
庁
に
固
有
の
問
題
」
を
分
析
す
る
。

　

ま
ず
、
第
九
の
ノ
ウ
ハ
ウ
「
⑨
問
題
の
論
点
が
難
し
い

場
合
、
異
分
野
だ
が
本
質
は
同
じ
問
題
に
置
き
換
え
て
考

え
る
」
を
使
う
。
内
定
辞
退
率
の
悪
化
、
と
い
う
問
題
は

「
顧
客
離
れ
」
と
置
き
換
え
る
。

　

顧
客
離
れ
の
原
因
分
析
は
、
第
十
の
ノ
ウ
ハ
ウ
「
⑩
提

供
者
側
＝
役
所
の
綺
麗
事
は
信
用
さ
れ
な
い
　

VS
　
顧
客

側
＝
当
事
者
の
本
音
の
み
信
用
さ
れ
る
」
を
使
う
。

　

当
事
者
の
本
音
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
特
に
、

S
N
S
な
ど
交
流
系
サ
イ
ト
）
で
集
め
る
。
理
由
は
、
顧
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客
の
本
音
の
う
ち
、
良
い
情
報
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

も
拾
え
る
し
、
顧
客
が
ネ
ッ
ト
で
発
信
し
た
情
報
を
発
見

し
た
提
供
者
や
マ
ス
コ
ミ
も
情
報
発
信
す
る
。
し
か
し
、

悪
い
情
報
は
「
顧
客
だ
け
が
ネ
ッ
ト
（
口
コ
ミ
）
で
情
報

を
共
有
・
協
働
」
す
る
か
ら
。

　

提
供
者
は
「
顧
客
が
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
情
報
を
共
有
・

協
働
（
以
下
、
こ
れ
）」
し
て
繋つ

な

が
る
力
に
注
目
す
べ
き
。

　

こ
れ
は
、
人
の
生
涯
を
決
め
る
就
転
職
で
最
も
活
用
さ

れ
、
就
転
職
す
べ
き
で
な
い
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
、
ブ
ラ
ッ

ク
自
治
体
」
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

こ
れ
に
交
流
サ
イ
ト
が
力
を
発
揮
す
る
。
就
転
職
し
た

い
者
の
関
心
事
に
、
現
役
の
職
員
と
離
職
者
が
本
音
を
書

き
込
む
サ
イ
ト
が
、
企
業
・
役
所
ご
と
に
開
設
さ
れ
る
。

道
庁
は
、ネ
ッ
ト
上
で
話
題
の「
ブ
ラ
ッ
ク
自
治
体
」

　

道
庁
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
自
治
体
（
働
き
た

く
な
い
職
場
）」
と
し
て
話
題
で
あ
る
。

　

道
庁
の
ブ
ラ
ッ
ク
自
治
体
ぶ
り
は
「
平
成
29
年
4
月
採

用 

北
海
道
職
員
に
な
ろ
う
（
以
下
、
サ
イ
ト
）」
と
い
う

交
流
サ
イ
ト
を
見
る
と
分
か
る
。

　

サ
イ
ト
で
は
、
現
役
職
員
と
離
職
者
が
本
音
で
、
道
庁

の
実
態
を
公
開
す
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
ブ
ラ
ッ
ク
さ

を
改
善
せ
ず
、
マ
マ
向
け
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
綺
麗
事
を
言

っ
て
も
、
信
用
さ
れ
る
わ
け
が
な
い
。
要
は
「
⑩
提
供
者

側
＝
役
所
の
綺
麗
事
は
信
用
さ
れ
な
い
　

VS
　
顧
客
側
＝

当
事
者
の
本
音
の
み
信
用
さ
れ
る
」。

　

サ
イ
ト
の
書
き
込
み
を
私
的
に
要
約
す
る
と
、
道
庁
は

「
A
：
人
間
関
係
が
陰
湿
で
軍
隊
的
だ
か
ら
、
働
き
に
く

い
」「
B
：
結
果
、
心
を
病
む
者
も
少
な
く
な
い
」
で
あ
る
。

　

A
と
B
の
因
果
関
係
に
、
問
題
2
と
3
お
よ
び
後
述
す

る
学
力
重
視
の
採
用
方
法
が
起
因
す
る
。

　

採
用
者
の
多
く
は
「
学
力
だ
け
は
優
秀
」
だ
が
、
国
と

市
町
村
の
採
用
試
験
に
落
ち
た
の
で
、
プ
ラ
イ
ド
と
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
（
マ
ザ
コ
ン
や
劣
等
感
）
が
異
常
に
強
い
。

　

マ
ザ
コ
ン
は
、
評
価
さ
れ
る
（
褒
め
て
も
ら
う
）
こ
と

を
異
常
に
渇
望
し
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
を
極
度
に
嫌
う
。

　

要
は
「
承
認
欲
求
が
強
過
ぎ
る
、
批
判
・
ス
ト
レ
ス
へ

の
耐
性
が
弱
過
ぎ
る
」
の
で
、
批
判
さ
れ
た
り
、
褒
め
て

も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
す
ぐ
心
を
病
む
。

　

し
か
も
仕
事
は
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
「
国
と
市
町

村
」
の
調
整
職
務
ば
か
り
で
、
心
は
更
に
荒す

さ

む
。

　

心
が
荒
ん
で
い
る
の
で
、
人
を
育
て
る
気
に
な
れ
な
い

し
、
部
下
な
ど
立
場
の
弱
い
者
を
い
じ
め
て
し
ま
う
（
威

張
り
過
ぎ
て
し
ま
う
）
が
、
本
人
に
そ
の
自
覚
は
無
い
。

　

こ
れ
は
「
パ
ワ
ハ
ラ
」
と
い
う
法
令
違
反
で
あ
る
。
上

司
に
必
ず
従
う
「
従
順
さ
、
管
理
し
や
す
さ
」
が
正
当
化

さ
れ
る
軍
隊
的
な
職
場
ほ
ど
、
威
張
っ
て
当
然
と
い
う
空

気
な
の
で
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
蔓ま

ん
え
ん延

す
る
。

働
き
方
改
革
→
生
産
性
革
命
→
人
手
不
足
改
革

　

以
上
の
問
題
分
析
よ
り
、
解
決
策
の
要
旨
を
提
示
す
る
。

国
の
重
要
政
策
の
三
つ
「
働
き
方
改
革
→
生
産
性
革
命
→

人
手
不
足
改
革
」
の
連
携
＋
1
で
解
決
で
き
る
。

　

1
．
ブ
ラ
ッ
ク
自
治
体
の
改
革
。
つ
ま
り
「
働
き
や
す

い
職
場
を
創
る
、
働
き
方
改
革
」。

　

2
．
事
の
本
質
は
「
国⇔

県⇔

市
町
村
の
ム
ダ
な
調
整
」

に
あ
る
の
で
「
生
産
性
改
革
」。

　

3
．
中
間
管
理
「
職
務
」
と
調
整
「
職
務
」
と
い
う
生

産
性
が
最
も
低
い
仕
事
は
無
く
し
て
、
そ
の
職
務
者
は
現

場
へ
配
置
す
る
「
人
手
不
足
を
解
消
す
る
改
革
」。

採
用
を
学
力
重
視
か
ら
人
間
力
重
視
へ
改
革

　

＋
1
と
は
、
採
用
改
革
で
あ
る
。
採
用
改
革
は
以
下
の

通
り
。
役
所
の
大
卒
採
用
は
、
国
・
県
・
市
町
村
と
も
、

次
の
同
じ
方
法
で
あ
る
。
1
次
試
験
の
学
力
テ
ス
ト
だ
け

で
受
験
者
の
多
く
を
足
切
り
。
2
次
以
降
で
面
接
。
要
は

「
学
力
重
視
の
採
用
」
で
あ
る
。
採
用
の
方
法
・
基
準
が

同
じ
な
ら
当
然
、
国
・
県
・
市
町
村
で
「
内
定
者
は
重

複
」
す
る
。

　

弱
者
（
顧
客
か
ら
人
気
が
低
い
中
小
企
業
・
役
所
）
が
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
即
効
的
な
解
決
策
は
「
優
秀
な

人
の
基
準
を
、
学
力
重
視
か
ら
人
間
力
重
視
へ
変
え
る

（
以
下
、
こ
の
方
法
）」
し
か
な
い
。

　

事
実
、
道
庁
と
同
じ
立
場
に
あ
る
「
大
企
業
の
滑
り
止

め
に
利
用
さ
れ
る
中
小
企
業
」
や
、
堺
市
は
こ
の
方
法
を

採
用
す
る
。堺
市
の
採
用
改
革
は
連
載
第
20
回（
2
0
1
7

年
10
月
5
日
号
）
で
詳
解
し
た
が
、
要
旨
は
次
の
通
り
。

　

現
状
の
採
用
方
法
は
「
意
識
（
意
欲
）
は
高
い
が
、
学

力
は
低
い
人
が
多
く
落
ち
る
」
学
力
偏
重
な
事
実
を
問
題

視
し
、
採
用
方
法
を
次
の
二
つ
へ
改
革
す
る
。

　

1
． 

1
次
の
足
切
り
ラ
イ
ン
を
下
げ
る
（
多
く
の
受
験

生
を
面
接
で
見
る
）

　

2
． 

民
間
企
業
と
同
じ
採
用
方
法
の
別
枠
を
設
け
る

（
民
間
に
流
出
す
る
優
秀
な
人
材
を
採
用
す
る
）


